
  

       報 道 発 表 資 料 

平成 19 年６月７日 

気 象 庁 

 

噴火時等の避難体制に対応した火山情報の改善について 
 
 内閣府の「火山情報等に対応した火山防災対策検討会（座長：田中淳東洋大
学教授）」において、現行の火山活動度レベルを、避難、避難準備及び登山規
制等の防災対応に結びつくよう区分し、各区分（レベル）にキーワード（「避
難」、「避難準備」、「注意」等）を設定したわかりやすい新たなレベルに改善す
ることが適切との骨子がとりまとめられた（本年 3月 22 日記者発表）。 
また、新しいレベルの名称（総称名）を「噴火警戒レベル」とするのが適切
として、本日開催された第 4回検討会でとりまとめられた。 
 
気象庁では、これら検討会の提言を受け、現行の火山情報を次のとおり改善

することとする。 
 

○ 噴火時等の避難行動等の防災対応を踏まえ、各区分（レベル）にキーワー
ドを設定し、５段階に区分した新しいレベルを導入する（別紙）。 

○ 新しいレベルの名称は「噴火警戒レベル」とする。 

○ 噴火警戒レベルは、火山情報で発表する。レベルと火山情報の種類の対応
は別紙のとおり。 

○ 火山活動が活発な場合の火山性地震や微動回数等の状況の発表について
は、レベルが変更されたとの誤解を生じないよう、新たに「火山の状況に関
する解説情報」を設けて発表することとする（従来は火山観測情報で発表）。 

○ 噴火警戒レベルは、所要の準備の整った火山から順次導入する。なお、現
行の火山活動度レベル導入の 12 火山についても、所要の準備を整え、新た
な噴火警戒レベルの導入開始にあわせて切り替え、現行の火山活動度レベル
は廃止する。 

 
 噴火警戒レベルの導入開始及び切り替えの時期は、必要なシステム改修、地
元機関との調整及び周知期間等を考慮し、本年 11 月を目途とする。 
 

以上 

 

＜問い合わせ先＞ 

気象庁 地震火山部火山課長、同火山対策官、同課長補佐      

 

TEL：03-3212-8341（内線）4532  FAX：03-3212-3648 
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ベ
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。
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ベ
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す
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ベ
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ベ
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ベ
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あ
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情
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。

※
1：
住
民
等
の
主
な
行
動
と
登
山
者
・
入
山
者
へ
の
対
応
に
は
、
代
表
的
な
も
の
を
記
載
。

※
2：
避
難
ま
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は
避
難
準
備
の
対
象
と
し
て
地
域
防
災
計
画
等
に
定
め
ら
れ
た
地
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だ
し
、
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山
活
動
の
状
況
に
よ
っ
て
具
体
的
な
対
象
地
域
は
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
地
域
と
は

異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

注
：表
で
記
載
し
て
い
る
「
火
口
」
は
、
噴
火
が
想
定
さ
れ
る
火
口
あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
出
現
し
う
る
領
域
（火
口
出
現
領
域
）を
意
味
す
る
。
伊
豆
東
部
火
山
群
の
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
噴
火

場
所
（
地
域
）
を
特
定
で
き
な
い
も
の
は
、
地
震
活
動
域
を
火
口
領
域
と
想
定
し
て
対
応
。
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